
【加水分解について】
だんだんと寒くなり、コートなどの冬物をだして着用しようと思ったら、革の部分が破れて剥が
れてたり、ベタベタしてる・・・ってことありませんか？合成皮革の技術が発達して、見た目だ
けでは天然皮革と区別できないため、匂いを嗅いでみるとか生地を折り曲げてみるとか、そんな
見分け方まで紹介されているほどです。そんな技術が発達した合成皮革でも避けられないのが、
加水分解です。
加水分解とは
加水分解は、「反応物に水が反応し、分解生成物が得られる反応で、Hと OHとに分割して・・・」
と難しい説明はおいておいて、簡単に言うと空気中の水分が原因で水分に弱い性質を持つポリウ
レタンなどが分解してボロボロになってしまう反応です。合成皮革は加水分解を起しやすいため、
生地として製造されてから 2～３年で寿命となってしまいます。
クリーニング店で合皮製品は補償対象外ですと店頭で掲示しているのをよく見かけますが、これ
は、加水分解は防ぐことができず徐々に劣化がすすむからです。ハンガーにかけてある状態では
大丈夫でも、クリーニングや着用したことによって力が加わると症状がでたりします。
出かけた先で恥ずかしい思いをしないためにも、表面を触ってべたつきがないか、生地を折り曲
げたり、ひっぱったりして破れなどが発生しないか確認されると良いですね。
転倒に注意
加水分解は衣類だけではなく、カバンや靴にも注意が必要です。特に靴は靴底
が剥がれて転倒して負傷する事故も発生しています。天然皮革の靴やスニーカ
ーでも安心できません。靴底にポリウレタン素材が使われていたり、靴底の接
着にポリウレタン系の接着剤が使われている可能性があります。履かなくても
空気中の水分と反応して劣化がすすみますので、購入してから年数がたってい
る場合は注意しましょう。冠婚葬祭用の靴などは履く機会が少ないので、特に注意が必要ですね。
加水分解は製造された瞬間からはじまります。衣類であれば、原材料である糸になった時からは
じまりますので、縫製されて製品になり、流通して店頭にならび、購入されるまでの間にも劣化
がすすみます。購入してからの期間と間違わないように注意しましょう。
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今年も最後の月となりました。今年はインフルエンザだけでなく、コロナも心配なの
ので、体調管理には本当に気をつかいますね。安心してご利用できるように心がけて
います。



「モンクレールダウンコートに付いたマスカラのシミ」

年末年始の休業日のお知らせ
12 月 30 日（水）～ 1月 5日（火）の間、年末年始のお休みをさせていただきます。
期間中は大変ご不便おかけいたしますが、何卒ご了承くださいますよう宜しくお願い申し上げます。

来年も 1 月から 3 月ま
で、第 2 土 曜 日、第 4 
土曜日も定休日とさせ
ていただきます。
令和３年 1 月、2 月、3 
月の定休日は、毎週日
曜日、祝日、第 2、第 4 
土曜日になります。

ラグジュアリーダウンに付いたシミもキ
レイニなります。
シミが付いたら早めにお持ちください。

使用期間
1 月末迄

ご家庭でのしみ抜き方法を紹介する
情報で、除光液を使用したしみ抜き
があります。アセテート繊維に使わ
なければいいんでしょ！という方は
特にご注意ください。
組成表示に表示されない場合やコー
ティングをいためる可能性があり、
修復できなくなる可能性があります。


